
JPエネルギー株式会社

平素より JP エネルギー電力サービスをご利用いただき厚く御礼申し上げます。

このたび、2026年3月分の電気料金に適用される燃料費調整単価、調達調整単価及び容量拠出金単価が以下の通り

確定いたしましたので、お知らせいたします。

■燃料費調整単価 税抜・kWhあたり

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州

1契約につき

最初の11kWhまで
- - - - - - - 32.80 -

11kWhをこえる

1kWhにつき
- - - - - - - 2.98 -

1契約につき

最初の15kWhまで
- - - - - 49.45 61.42 - -

15kWhをこえる

1kWhにつき
- - - - - 3.30 4.09 - -

それ以外 1kWhにつき 2.33 3.47 3.16 1.17 2.95 3.30 4.09 2.98 1.39

燃料費調整単価の算定方法

燃料費調整単価＝〔｛(Ａ×α＋Ｂ×β＋Ｃ×γ)－基準燃料価格｝×基準単価÷1000〕×δ

※Ａ・Ｂ・Ｃは、原油、LNG、石炭について3ヶ月平均における平均原油価格を設定いたします。

※α・β・γは、原油、LNG、石炭について原油へ単位を合わせ、各燃料の構成比を乗じた係数（一定）で、

　これによりそれぞれの燃料の平均価格から原油換算の平均燃料価格を算定いたします。

※δ値は、各月の「月別JEPXスポット市場の24時間平均単価」に合わせて算出いたします。

■調達調整単価 税抜・kWhあたり

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州

2026年2月度調達単価 11.76 11.53 11.63 11.15 10.70 10.50 10.48 7.67 9.86

還元金額単価 - - - - - - - - -

追加請求金額単価 - - - - - - - - -

調達単価

毎月1日からその月の末日までの期間で、JEPXのスポット市場取引結果の13時から22時の時間帯における

各地域のエリアプライス平均値を指します。

調達単価が各エリアごとの還元基準値を下回った場合調達調整費を差し引き、追加請求基準値を上回った場合

調達調整費を加えます。

■容量拠出金単価 税込

全エリア 2026年3月度 0.98 /kWh

容量拠出金相当額

容量市場における容量拠出金制度開始に伴い、容量拠出金に相当する額として当社が定めた容量拠出金単価と

お客様の電力使用量を掛け合わせ、お客さまの電力使用状況に応じご請求させていただきます。
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